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　新潟県信濃川流域は古くから活褶曲地帯とされ，周辺の河成段丘面が活褶曲の影響で山側や河川上流側へ異

常傾斜していることが報告されている (池辺，1942）．そのため段丘編年を通じて地質学的，地形学的に地殻

変動との関係についての研究や (中村ほか，1968など），水準点変位などの視点から測地学的な研究がなされ

ている (大塚，1942など）．魚野川との合流域周辺の内ヶ巻地区は，AT (26~29ka）降下期前後以降に離水し

た，比較的新しいL面の段丘面が広がる (小荒井，2012）．しかし当地域の段丘区分は，その編年可能数での

分類しかされていない．本研究では僅かな比高や段丘崖の発達度による詳細な段丘区分の再検討を行った．ま

た，周辺には旧石器時代や縄文時代の遺跡が多く点在しており，年代も算出されていることから，遺跡年代を

段丘の離水年代以後に形成したと仮定した編年を行った．さらにGIS等を使用した地形解析を行い，地形発達

過程について考察した． 

　研究手法は，まず写真判読や等高線の読み取りにより段丘面を判読し実測調査にて面の連続性や遺跡がどの

面に位置するかを確認しQ GIS2.18にて段丘区分図を作成した．地形解析は，国土地理院より提供していただ

いた航空レーザ測量データを使用した．この点群データを森林総合研究所より借用したENVY Lidarで

1mDEMを作成した．1mDEMより戸田 (2012）を参考にした微地形図や傾斜方位図と，段丘区分を元に河床

縦断面図をArc GIS10.5にて作成し考察を行った． 

　写真判読と現地調査より，河成段丘をL1～L11面の計11面に区分した．C14年代測定値から暦年補正で

17,250年前の荒屋遺跡 (鹿又，2004）がL3面に，爪型文土器が発掘され10,000年前の遺跡とされた (佐

藤，1988)西倉遺跡は対岸のL7面に位置した．続いて，Arc GISで作図した結果，以前より報告のある地形面の

撓みや山本山断層等の推定断層を可視化することができたが，内ヶ巻地区には特徴的な地形は認められな

かった．傾斜方位図からは，段丘崖の傾斜の痕が線上に表示された．段丘区分結果をもとに作成した内ヶ巻地

区の河床縦断面図を作成すると，すべての面にて北東方向の傾斜が確認できた．また，各面ごとの傾斜度に着

目するとL1面からL5面は現河床より急勾配で，L6面以降はすべて緩傾斜になる傾向が見られた． 

　作成した段丘区分図から，北東方向にいくにつれてより低位面が広がっていることがみてとれる．また，魚

野川沿いには信濃川沿いのように何段にもL面が形成されていない．よって，当地域の段丘面は主に信濃川が

離水して形成されたと考えられる．次に河床縦断面図で傾向がみられた勾配差について考えた．段丘面形成の

要因として海水準の低下がある．貝塚 (1977）の河成段丘形成モデルでは，中流域では氷期に形成された面は

急傾斜になり後氷期に形成された緩傾斜の面に埋没される．当地域に当てはめると，氷期の時代までに形成さ

れたL5面以前が，後氷期に形成されたL6面以降の面に埋没された可能性が示唆される．編年データを組み込ん

で議論すると，17,250年以前までにL3面までが離水し，その後海進の影響を受ける前までにL4，L5面が離水

した．その後海進により一部を残して埋没し，段丘の形成方向が北へシフトして10,000年前までにL6，L7面

が離水したのではないかとみられる． 

　以上より信濃川の流路変遷を推察した．当初は北東方向から内ヶ巻神社あたりを南東方向に流れ相川口で魚

野川に合流していた．L1，L2面が離水すると西から東へと流路を変える．17,250年より前にL3面が離水する

頃から蛇行を始め，その後L4，L5面が離水した．後氷期によりL5面が一部を残して埋没しL６面が形成される
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と，現在の流路に近い南西から北東方向になる．L7面以降も順次離水し，現在の流路になったと考えられる． 
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